
 = ヴェズレイ期待の新星、シャルドネへの熱き想い =

◆　Crémant de Bourgogne　クレマン・ド・ブルゴーニュ

＜品種＞シャルドネ100％　＜区画＞南東～南向きの斜面　＜平均樹齢＞25年　＜土壌＞粘土石灰質　＜栽培＞リュット・レゾネ　

＜醸造＞手摘みで収穫後、1度の圧搾で得られる果汁のみを使用。18か月の瓶内熟成。

繊細で細やかな泡立ちが長く続きます。白い花やブリオッシュの香り。アペリティフや魚介の前菜とともに。赤いフルーツを使ったデザートとの相性も良いです。

◆　Bourgogne Vézelay L’impatiente　ブルゴーニュ・ヴェズレイ・ランパシアント

＜品種＞シャルドネ100％　＜区画＞南東～南向きの斜面　＜平均樹齢＞25年　＜土壌＞粘土石灰質　＜栽培＞リュット・レゾネ　

＜醸造＞手摘みで収穫後、1度の圧搾で得られる果汁のみを使用。タンクで9か月の熟成。翌年の夏前に瓶詰。

白い花や柑橘の香りが印象的。フレッシュで果実味があふれる。アペリティフや前菜に最適。シーフードやシャルキュトリー、山羊のフレッシュチーズなどとも相性の

良いワインです。

◆　Bourgogne Vézelay Voluptueuse　ブルゴーニュ・ヴェズレイ・ヴァルテューズ

＜品種＞シャルドネ100％　＜区画＞南東～南向きの斜面　＜平均樹齢＞30年　＜土壌＞粘土石灰質　＜栽培＞リュット・レゾネ　

＜醸造＞手摘みで収穫後、1度の圧搾で得られる果汁のみを使用。75%を古樽で、残り25%を新樽で12か月の熟成。翌年の9月に瓶詰。

金色に輝き、白い花やバニラを思わせる香り。力強く、滑らかでバランスの良いワイン。ソースを使った魚料理やサーモンのタルタル、鶏肉のクリーム煮などとの相

性は特によいでしょう。

■　生産者について

■　畑・醸造について

■　ワインについて

現在10haを所有し、すべての畑にシャルドネが植えられています。粘土石灰質土壌で、中には「Gryphea Gigantea」と呼ばれる貝化石がみられます。

畑は、南東～南向き斜面で理想的な熟度を得ることができます。除草剤や人工合成薬剤などの使用を極力抑えた厳格なリュット・レゾネで栽培することで、テロワ

ールを最大限に表現できると考えています。

ラ・クロワ・モンジョアLA CROIX MONTJOIE
BOURGOGNE / VEZELAY

2009 年、ヴェズレイの地に設立された若いドメーヌ。 当主は、 ソフィーとマチュー ・ ワレーズ。

ソフィー ・ ワレーズは、 ボージョレーのブドウ栽培農家の一人娘として生まれました。 幼い頃からぶどうを身近に感じて育っ

た彼女は、 自然とぶどう栽培、 ワインづくりの道へとすすんでいくことになります。

ボーヌの醸造学校で出会った後の夫 ・ マチューとともに自身のドメーヌ設立の地として真っ先に考えたのは、 彼女が育った

ボージョレ。 しかし、なかなか理想の畑がみつからず途方に暮れていた時、ヴェズレー近郊の畑が売りに出ていることを知っ

たのです。

「まるで小さなコルトンの丘のような形状でした。 方位、 樹齢、 状態、 完璧に手入れされた畑。 ここだ！と直感しました」

と彼女は当時の興奮そのままに語ってくれました。

ヴェズレイの地は、 フィロキセラ禍以前の 19 世紀には 5000ha の畑を有し、 シャブリを凌ぐほどのワインの産地として名を

馳せていました。 ところが、 現在では、 100ha の畑を 30 人の栽培家が管理するまでに縮小、 しかもそのほとんどがぶど

う農家としてぶどうを協同組合に販売して生計をたてています。

彼女たちは、 数少ないヴェズレイの地の元詰生産者であり、 この地の名声を再び取り戻すべく日夜努力を続けています。


